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　レ
ト
ロ
バ
ス
、「
湯
け
む
り
号
」に
お
客
様
を
乗
せ
、
肘
折
温

泉
か
ら
四
ヶ
村
地
区
を
案
内
し
ま
す
。
村
の
こ
と
を
も
っ
と
知

り
た
い
と
始
め
た
の
が
地
域
の
ガ
イ
ド
。

　湯
の
台
の
ソ
バ
畑
を
眺
め
て
、
四
ヶ
村
に
入
る
と
シ
ラ
ス
台

地
に
広
が
る
1
2
0
h
a
も
の
雄
大
な
棚
田
の
風
景
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
す
。
段
々
と
し
た
奥
行
と
水
田
に
写
っ
た
の
ど
か

な
光
景
が
参
加
者
を
魅
了
。
思
わ
ず
深
呼
吸
を
し
て
自
然
の

香
り
を
満
喫
し
ま
す
。
棚
田
を一望
し
た
後
は
、
ル
リ
イ
ト
ト

ン
ボ
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
な
ど
珍
し
い
昆
虫
や
植
物
、
野
鳥
と
出
会

え
る
長
沼
、
男
沼
を
め
ぐ
り
ま
す
。一帯
は
、
生
命
力
が
み
な

ぎ
る
ブ
ナ
林
が
広
が
っ
て
い
て
、
ブ
ナ
の「
鼓
動
」の
中
で
散
策

と
森
林
浴
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　高
台
に
立
つ「
馬
頭
観
音
」は
、
肘
折
の
奥
に
あ
る
永
松
銅

山
か
ら
産
出
し
た
銅
を
牛
馬
に
乗
せ
て
険
し
い
山
道
を
運
び

出
し
た
往
時
の
人
々
や
動
物
の
息
ず
か
い
を
偲
ば
せ
て
く
れ

ま
す
。

　「こ
こ
に
は
自
然
の
宝
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
た
来
た
い
」

と
参
加
し
た
方
か
ら
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
感
動
の
声
を

い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
、
棚
田
や
自
然
を
守
る
地
元
の
人
の

努
力
や
苦
労
も
話
し
ま
す
。
中
山
間
農
業
も
時
代
の
大
き
な

岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
地
で
の
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
開
催
ま
で
1
年
を
切
り
ま

し
た
ね
。
誰
に
と
っ
て
も
自
然
の
恵
み

が
地
域
の「
宝
」と
な
る
よ
う
に
知
恵
を

出
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　（佐
藤
雅
之
）

　議員の仕事の中で、特に村政に意見を述べただしていく一般質問があります。今まで多くの
質問がなされましたが、その後はどうなっているのか。過去4年間を検証していきたいと思い
ます。では、今までの内容を振り返ります。

防災関係

16

教　育

１４

農　業

９

村　政
・災害被害
・避難
・危機管理等
・除雪

・ネット
・模擬議会
・子育て
・保育所
・学童保育

・基盤整備
・放棄地
・減反

・基本方針
・若者
・女性の声
・庁舎建設
・目安箱

９

福　祉

９

観　光

8

医療保険

5

住　宅
・サロン
・買い物
・交通
・オムツ

・朝市
・自営業者

・国民保健
・介護保険

・住宅団地
の整備4

•地域おこし協力隊・・・・・
•加工所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
•道　路・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
•その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3
3
3
5

次回から、気になるその後を
検証していきます。

あれから、どうなった？あれから、どうなった？

議会開催回数16議会中、延べ人数84名の質問者

検証・提言検証・提言
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全国棚田（千枚田）
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サミット 巻
頭
特
集

巻
頭
特
集

を迎えて
その１【棚田サミットの誕生】

　昭和60年秋、「竜馬がゆく・飛ぶが如く」で著名な作家司馬遼太郎が、幕末の志士坂本
龍馬が土佐から長州へ脱藩した道として知られる「梼

ゆす

原
はら

街道」を訪ね、夕日に輝く棚田の
景観を高く評価したことで、当時の高知県梼

ゆす

原
はら

町・中越準一町長は考えた。(中越は、農水
省の職員を経て、昭和52年から平成9年まで20年間首長を務めた名町長)
　効率の悪い山間地の棚田をまとめて整備しようと思っていたが考え直し、りんごのオーナー制度に
ヒントを得て「棚田オーナー制度」を平成４年に全国で初めて創設。町内を流れる日本一の清流「四
万十川」にちなみ、年会費は4万10円。15口に20倍を超す申し込みが。

　1年後、大蔵村でも公演実績がある「劇団ふるさときゃらばん」を主宰する石塚克彦
は、以前訪れた九州の石積みの棚田の景観が忘れられず、日本の農村を取り続け、優れた
映像を残している報道カメラマンの英（はなぶさ）伸三に「撮るに値する棚田があるよ」

と、九州・星野村の棚田を紹介した。英の反応は早く、直ぐに星野村に行き、石積みの棚田に圧倒され、
同時に耕作放棄が進んでいる現状を見て帰ってきた。
　「棚田は素晴らしかった。でも放っておくと棚田はなくなっちゃうよ、なんとかしてよ」
　それを聞いて、交流のある当時の大蔵大臣羽田孜(農水大臣も歴任)に相談し、農水省の幹部を紹介
してもらった。しかし、当時ウルグアイラウンドの交渉が山場を迎え、日本の農業は、少しでも規模
の拡大を目指し、競争力をつけなければという流れの中で、小規模の代表みたいな棚田の施策展開は
困難という冷たい反応。

来年9月に、大蔵村で全国棚田（千枚田）サミットが開催されます。
その歴史を振り返ってみましょう。

　それから数年を経て、今度は冷たくあしらわれた農水省から石塚に電話がかかってきた。
高知県の梼原町・中越町長が棚田で地域起こしをしたいと云って来庁している、ぜひ会っ
て相談に乗ってほしいと。町長が、司馬遼太郎との出会いから始めた棚田の話に、すぐに

盛り上がり、意気投合する。「よし、棚田サミットやろう」
　平成7年9月、高知県の梼原町で、第1回の棚田サミット開催。山間の小さな町に142町村から
1,200人が集まった。それに前後して、全国棚田(千枚田)連絡協議会・棚田学会が発足、活動されて
いく。
　その後、農水省は「棚田百選」の選定や棚田地域への助成の道へと舵を切る。

棚田学会評議員　矢口　智

次回はその２「棚田サミットの誕生から現在まで」を紹介します。

★「山の頂まで見事な段々をなして作られた棚田。
エジプトのピラミッドを作るのに注がれたエネルギーに匹敵する」

昭和５年・アメリカの地理学者　トレワーサ

★「万里の長城も人類の遺産だけど、
梼原に随所にあるという千枚田も大遺産やな」

昭和６０年・作家　司馬遼太郎

福岡県星野村の棚田

高知県梼原町の棚田

エピソード

１

出会い

エピソード

2

無位の棚田に価値を与えた二人

2 0 2 0



一
般
会
計

歳
入　

�

問　

ふ
る
さ
と
納
税
が
1
．
5

億
か
ら
2
千
万
へ
と
大
幅
な

減
少
だ
が
。

答　

返
礼
品
割
合
を
3
割
以
内

に
と
の
厳
し
い
報
道
が
あ
り
、

全
国
的
に
納
税
意
欲
が
下
が

っ
た
こ
と
が
要
因
。

問　

社
会
資
本
整
備
国
庫
補
助

金
が
2
千
万
を
超
え
る
減
だ

が
。

答　

村
の
要
望
に
対
し
て
、
常

に
満
額
と
は
い
か
な
い
の
が

実
情
。

歳
出
　�

問　

結
婚
相
談
所
、
事
業
の
成

果
は
。

答　

25
名
程
の
紹
介
の
成
果
は

あ
る
が
結
婚
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
。

問　

水
力
発
電
事
業
、
工
事
の

進
捗
状
況
は
。

答　

本
体
工
事
、
順
調
に
進
ん

で
い
る
。
冬
期
を
挟
み
、
来

年
８
月
の
稼
働
を
予
定
し
て

い
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

の
内
訳
、
宿
泊
券
の
利
用
は

出
来
な
い
か
。

答　

米
が
大
部
分
。
酒
も
好
評
。

宿
泊
券
は
「
金
券
」
の
対
象

と
の
心
配
が
あ
り
現
在
検
討

中
。

問　

公
有
財
産
購
入
費
7
0
0

万
円
、
内
訳
は
。

答　

肘
折
バ
ス
停
周
辺
の
土
地

購
入
費
等
。

問　

村
営
バ
ス
肘
折
新
庄
線
の

利
用
状
況
は
。

答　

利
用
者
は
定
期
券
利
用
者

も
含
め
微
増
の
２
万
８
千
人

強
、
使
用
料
８
５
０
万
で
前

年
度
よ
り
１
割
程
増
の
状
況
。

問　

国
で
進
め
る
働
き
方
改
革

に
関
し
て
、
村
の
職
員
給
与

へ
の
対
応
は
。

答　

村
の
規
約
改
正
も
含
め
、

今
後
整
備
し
て
い
く
。

問　

農
林
関
係
の
災
害
復
旧
の

発
注
状
況
は
。

答　

３
件
の
発
注
を
残
し
て
い

る
が
95
％
程
の
達
成
率
。

問　

土
木
関
係
の
災
害
復
旧
の

進
捗
状
況
は
。

答　

工
事
は
全
て
発
注
済
み
。

全
体
で
45
％
の
進
捗
率
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険　

�

問　

収
入
未
済
の
額
が
3
0
0

　

0
万
と
高
額
だ
が
、
内
訳
は
。

答　

前
年
度
ま
で
の
滞
納
繰
越

金
が
９
割
以
上
。

問　

基
金
積
立
金
が
８
０
０
０

万
と
高
額
だ
が
。

答　

制
度
が
大
き
く
変
わ
り
不

透
明
な
面
も
多
く
、
安
定
し

た
運
用
を
図
る
た
め
に
必
要

と
判
断
。

簡
易
水
道　

�

問　

村
の
水
道
管
は
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
る
の
か
。

答　

基
準
に
満
た
な
い
古
い
管

も
あ
り
、
計
画
的
に
更
新
を

図
っ
て
い
る
。

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会 決

算
審
査
特
別
委
員
会
開
催

　

平
成
30
年
度
決
算
審
査
を
中
心
と
す
る
９
月
定
例
会

が
、
2
日
か
ら
4
日
の
3
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
平

成
30
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
８
会
計
）
の
決

算
審
査
の
他
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
、

教
育
委
員
の
選
任
等
の
議
案
を
可
決
・
認
定
。
議
案
審

議
に
先
立
ち
7
名
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
執
行
部
と

活
発
な
議
論
を
交
え
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
補
正
予
算

・
一
般
会
計
、
５
特
別
会
計
を
審
査

「
地
方
交
付
税
や
国
庫
補
助
金
の
確
定
の
他
、
事
業
の
清
算
等

︱
請
願
の
審
査
︱

●
「
白
須
賀
地
区
内
村
道
認
定
と
道
路
整
備
に
関
す
る
請
願
」

　

☆
請
願
者　

　
　
白
須
賀
地
区
代
表
　
早
坂
竹
千
代

　

◎
審
査
結
果

　
　
地
区
住
民
の
公
衆
用
道
路
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
村
道
と
し
て

認
定
す
べ
き
と
意
見
が
一
致
し
採
択
。
村
に
対
し
て
「
村
道
の
認

定
と
道
路
整
備
」
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
。

★平成30年度決算可決認定
★肘折地区防災拠点施設完成

★道路請願採択、意見書提出
平
成
30
年
度
決
算

・
一
般
会
計
の
他
８
特
別
会
計　
　

「
決
算
審
査
を
通
し
て
可
決
」

条
例
の
改
正

・
大
蔵
村
税
条
例
の
一
部
改
正

「
国
の
法
改
正
に
合
わ
せ
た
も
の
」

・
公
民
館
・
学
習
施
設
・
味
来
館
等
の
条
例
改
正

「
い
ず
れ
も
、
消
費
税
増
税
の
変
更
に
伴
う
も
の
」

・
簡
易
水
道
・
下
水
道
・
浄
化
槽
に
関
す
る
条
例
の
制
定

「
使
用
料
を
値
上
げ
せ
ず
据
え
置
き
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
費
税
増
税
の
変
更
の
み
」

・
肘
折
地
区
防
災
拠
点
施
設
整
備
工
事
の
契
約
変
更

「
工
事
費
清
算
に
よ
る
も
の
」

人
事
案
件

・
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

☆
烏
川
の
八
鍬
賢
一
氏
を
再
任
。
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9月
定例会

村政施行130周年記念　ポロシャツでの議会風景



7議員が一般質問

一
般
質
問

一
般
質
問

一 般 　 質 問一 般 　 質 問
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大蔵村総合防災訓練
（沼の台保育所）

佐藤　雅之 議員

〇大蔵村雪対策総合プラン（仮称）の作成を急げ

八鍬　信一 議員

〇大蔵村「村民の歌」制定を

長南　正一 議員

〇鳥獣被害の対策は

佐藤　　勝 議員

〇各組織の役員選任と会議のあり方について
〇消防組織の考え方について

矢口　　智 議員

〇新しい保育の道を考えよう

海藤　邦夫 議員

〇村営住宅の建設計画はあるのか
〇「季の里」送迎バスの支援について

早坂　民奈 議員

〇「村ホームページ」の充実に地域おこし協力
隊の力を

8P

9P

10P

7P 11P

12P

13P

９月
定例議会

一般質問村政を問う
ここが知りたい各

組
織
の
役
員
選
任
と
会
議
の
あ
り
方

村
長  

村
内
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

消
防
組
織
の
考
え
方

村
長  

引
き
続
き
検
討

佐
藤
　
　
勝 

議
員

問
１　

集
落
の
大
小
に
関
係
な

く
、
役
員
の
委
嘱
や
会
議
の
招

集
の
大
半
は
地
区
代
表
に
来
る
。

ほ
と
ん
ど
1
年
交
代
の
当
て
職

で
あ
り
、
内
容
が
わ
か
ら
な
い

ま
ま
会
議
は
成
立
す
る
。
小
さ

な
集
落
の
地
区
代
表
は
何
種
類

も
の
役
を
こ
な
す
こ
と
に
な
る
、

担
当
職
員
は
勤
務
中
で
あ
り
問

題
は
な
い
が
、
一
般
の
人
は
仕

事
を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
こ
の
ま

ま
で
は
役
員
の
な
り
手
が
い
な

く
な
る
の
で
は
？

答
１　

地
区
代
表
に
委
託
し
て

い
る
の
は
、
文
書
配
布
が
ほ
と

ん
で
あ
る
が
、
広
く
村
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
組

織
委
員
に
は
旧
小
学
校
単
位
で

委
嘱
し
て
い
る
。

　

村
政
運
営
に
は
地
区
代
表
の

協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
負
担

軽
減
等
も
考
慮
し
て
運
営
す
る

の
で
理
解
を
お
願
い
す
る
。

問
２　

役
員
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
小
さ
な
集
落
を
ま
と
め
る

こ
と
は
出
来
な
い
か
？

答
２　

集
約
す
れ
ば
各
集
落
と

役
場
の
情
報
が
薄
く
な
り
、
マ

イ
ナ
ス
面
が
大
き
く
な
る
事
か

ら
良
い
こ
と
と
は
思
わ
な
い
。

問
１　

人
口
減
少
や
高
齢
化
に

よ
り
、
団
員
不
足
が
著
し
い
。

演
習
時
や
訓
練
の
時
は
、
村
に

は
住
ん
で
い
な
い
数
合
わ
せ
の

団
員
で
も
何
と
か
な
る
が
、
非

常
時
に
は
対
応
で
き
る
の
か
？

答
１　

数
合
わ
せ
の
訓
練
と
は

思
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
他
町

村
に
住
ん
で
い
る
団
員
だ
け
で

な
く
、
村
内
の
団
員
も
遠
く
に

勤
務
し
て
お
り
、
緊
急
時
に
は

メ
ー
ル
等
の
発
信
で
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
、
予
備
消
防
や
機

能
別
消
防
の
協
力
も
得
ら
れ
る

体
制
が
出
来
て
い
る
が
、
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

問
２　

演
習
や
大
会
終
了
後
に

各
町
村
で
指
揮
を
と
る
べ
き
最

高
幹
部
に
対
し
て
、
日
中
、
公

共
の
場
で
の
酒
席
を
設
け
る
の

は
如
何
な
も
の
か
？

答
２　

終
了
後
、
昼
食
を
取
り

な
が
ら
指
摘
や
意
見
を
聞
き
、

他
町
村
と
の
交
流
を
図
る
為
に

場
を
設
け
て
い
る
。
村
で
は
幹

部
の
み
の
参
加
で
あ
る
が
、
そ

の
間
、
各
地
区
に
は
団
員
を
残

留
さ
せ
て
お
り
、
緊
急
時
の
活

動
に
は
支
障
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

一般質問とは？
村政全般に対し議員が質問し、意見を述べ村政をただし
ていくもので、大蔵村では１議員の持ち時間が45分です。



一
般
質
問

一
般
質
問

答　

①
雪
対
策
プ
ラ
ン
の
策
定

に
つ
い
て
必
要
性
は
感
じ

る
が
、
小
さ
な
村
で
は
関
係

各
課
と
連
絡
調
整
を
し
な

が
ら
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ

と
の
方
が
必
要
で
、
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
た
だ
、
県
雪
条

例
の
取
り
組
み
な
ど
も
注

視
し
て
、
十
分
に
検
討
し
た

い
。

②
生
活
道
路
は
村
道
と
し
て
認

定
し
て
い
る
箇
所
が
多
く
、

村
の
除
雪
機
械
で
対
応
し

て
い
る
。
私
道
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
も
限
ら
れ
て
い
る

の
で
補
助
が
適
切
か
は
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
除
雪
に
よ
っ
て
仮
置
き
さ
れ

た
雪
は
、
土
地
所
有
者
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
全

て
排
雪
し
て
い
る
の
で
、
固

定
資
産
税
の
減
免
は
考
え

て
い
な
い
。

④
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
に

は
、
除
雪
経
費
の
一
部
補
助

を
し
て
い
る
。
非
課
税
世
帯

で
あ
っ
て
自
力
で
除
雪
で

き
な
い
方
が
該
当
。
一
人
暮

ら
し
の
方
は
、
ほ
と
ん
ど
が

非
課
税
世
帯
。
高
齢
者
の
方

で
課
税
世
帯
の
方
は
あ
る

程
度
の
所
得
が
あ
る
。
村
が

除
雪
業
者
と
の
調
整
を
行

う
こ
と
は
事
務
が
煩
雑
に

な
る
。
当
分
の
間
、
現
行
制

度
で
行
う
。

⑤
毎
年
、
最
上
総
合
支
庁
と
の

間
で
「
道
路
の
除
雪
業
務
の

相
互
委
託
に
関
す
る
協
定

書
」
を
締
結
し
、
除
雪
及
び

排
雪
に
関
す
る
業
務
の
効

率
化
、
円
滑
化
を
図
っ
て
い

る
。
課
題
を
洗
い
出
し
て
県

や
近
隣
市
町
村
と
連
携
を

図
り
、
除
排
雪
の
効
率
化
に

努
め
る
。
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八
鍬
　
信
一 

議
員

佐
藤
　
雅
之 

議
員

豪雪で雪かきに追われる住民

問　

山
形
県
は
昨
年
末
「
県
雪

条
例
」
を
制
定
し
た
。
弘
前
市

で
も
、「
雪
対
策
」
の
徹
底
し

た
見
直
し
を
図
り
「
雪
対
策
総

合
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
い
る
。

豪
雪
地
大
蔵
村
で
も
雪
対
策
に

特
化
し
、
従
来
の
枠
を
超
え
て

雪
に
対
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
正

面
か
ら
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
5
点
質
問
す
る
。

①
雪
対
策
総
合
プ
ラ
ン
作
成
を

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か

②
モ
デ
ル
地
区
等
を
作
り
、
生

活
道
路
を
除
雪
す
る
場
合
、

除
雪
機
の
燃
料
費
を
村
が

補
助
す
る
な
ど
支
援
を
で

き
な
い
か

③
私
有
地
を
雪
置
き
場
と
し
て

提
供
し
た
場
合
、
固
定
資
産

税
の
減
免
が
で
き
な
い
か

④
高
齢
者
等
に
所
得
に
応
じ
て

利
用
料
を
設
定
し
村
が
「
有

償
除
雪
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
を

提
供
で
き
な
い
か

⑤
県
道
と
村
道
の
除
雪
体
制

を
「
相
互
乗
り
入
れ
」
な
ど
、

県
と
協
議
を
し
て
実
情
に
合

っ
た
合
理
的
な
も
の
に
で
き

な
い
か
。

「
雪
対
策
総
合
プ
ラ
ン
」を
作
り
、

住
民
ニ
ー
ズ
に
正
面
か
ら
向
き
合
え

村
長  「
県
雪
条
例
」を
注
視
し
、十
分
に
検
討

っ
た
り
と
し
た
テ
ン
ポ
で
誰
も

が
歌
い
や
す
い
歌
で
あ
る
と
感

じ
た
。

　

大
隅
さ
ん
と
お
逢
い
し
話
し

た
と
こ
ろ
、「
大
蔵
村
に
こ
の

歌
を
残
し
て
い
た
だ
け
た
ら
こ

ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

平
成
29
年
10
月
７
日
に
肘
折

で
開
催
さ
れ
た「
森
の
感
謝
祭
」

で
の
大
蔵
村
コ
ー
ル
さ
さ
り
ん

ど
う
合
唱
団
が
歌
っ
た
こ
の
歌

「
飛
び
立
て
月
の
山
へ
」で
あ
る
。

　

村
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　

山
形
県
内
に
お
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が

市
町
村
歌
を
制
定
し
て

い
る
。
市
町
村
記
念
年

を
契
機
と
し
て
制
定
さ

れ
た
も
の
が
多
く
、
著

名
な
方
々
に
作
詞
、
作

曲
を
依
頼
し
た
も
の
や

一
般
公
募
し
た
歌
詞
も

見
受
け
ら
れ
る
。

　

市
町
村
民
歌
の
目
的

に
つ
い
て
は
、
議
員
の

ご
意
見
の
と
お
り
ふ
る

さ
と
を
見
直
し
、
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
住
民
の
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

大
蔵
村
は
、
今
年
度
村
制
施

行
１
３
０
周
年
と
い
う
こ
と
か

ら
記
念
と
考
え
れ
ば
制
定
す
る

よ
い
機
会
で
あ
る
。
村
民
歌
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
村
民
の

方
々
か
ら
親
し
み
を
も
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
の

ご
意
見
を
収
集
し
村
民
の
総
意

の
も
と
に
制
定
す
る
こ
と
が
最

も
重
要
で
あ
る
。

　

村
民
歌
の
制
定
に
向
け
、
一

般
公
募
に
よ
る
の
か
、
著
名
な

方
に
ご
依
頼
す
る
の
か
、
ま
た

ど
の
よ
う
な
機
会
に
歌
う
の
か

な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

村
総
合
計
画
の
中
で
、
も
し

く
は
検
討
委
員
会
等
を
設
け
て

作
成
に
向
け
審
議
し
た
い
。

　

よ
り
多
く
の
方
々
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
た
い
と

考
え
る
。

問　

現
在
、
全
国
的
に
市
町
村

民
歌
が
制
定
さ
れ
機
会
あ
る
ご

と
に
歌
わ
れ
て
い
る
。

　

山
形
県
に
お
い
て
も
35
市
町

村
の
う
ち
、
11
市
16
町
村
が
市

町
村
民
の
歌
と
し
て
制
定
し
て

い
る
。
な
い
の
は
県
内
で
7
市

町
村
。
新
庄
最
上
で
は
大
蔵
村

と
戸
沢
村
の
2
村
だ
け
。

 

歌
が
な
い
か
ら
ど
う
こ
う
言

う
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
れ
ば

村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。　

 

本
村
も
、
今
回
の
村
政
１
３

０
周
年
を
記
念
し
村
民
の
歌
を

制
定
す
る
べ
き
と
考
え
る
。　

 

 

色
々
な
事
業
・
場
面
で
披
露

し
、
大
蔵
村
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
と
も
に
、
村
民
の
意
気
高
揚

に
つ
な
げ
大
蔵
村
の
活
性
化
に

寄
与
で
き
る
も
の
と
思
う
。　

　

私
の
個
人
的
な
見
解
で
す
が

大
蔵
村
民
歌
の
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
紹
介
し
た
い
楽
曲
が
あ
る
。

　

平
成
２
年
６
月
か
ら
大
蔵
村

の
銅
山
川
砂
防
出
張
所
長
と
し

て
勤
務
さ
れ
た
大
隅
所
長
作
詞

作
曲
の
「
大
蔵
村
賛
歌
」
で
あ

り
、
詩
の
内
容
と
し
て
は
大
蔵

村
の
歴
史
・
文
化
・
景
観
を
よ

く
観
察
し
盛
り
込
ん
で
い
る
歌

で
、
曲
も
軽
快
な
リ
ズ
ム
と
ゆ

「
大
蔵
村
村
民
の
歌
制
定
」は

村
長  

作
成
を
検
討



一
般
質
問

一
般
質
問
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長
南
　
正
一 

議
員

に
発
生
し
、
こ
の
猿
に
対
す
る

被
害
防
止
対
策
が
課
題
で
あ
る
。

村
で
は
『
大
蔵
村
鳥
獣
被
害
実

施
隊
』
を
設
置
し
、
村
猟
友
会

と
村
の
担
当
者
で
組
織
さ
れ
た

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
人
身
被
害

が
危
惧
さ
れ
る
場
合
は
、
県
や

村
の
許
可
を
受
け
、
銃
や
箱
わ

な
を
用
い
た
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

を
随
時
実
施
。
猿
・
熊
を
前
年

度
に
３
回
、
今
年
度
は
４
回
実

施
し
、
沼
の
台
地
区
で
、
熊
１

頭
を
捕
獲
し
て
い
る
。

　

目
撃
情
報
の
連
絡
時
は
、
担

当
者
が
現
地
の
確
認
・
注
意
看

板
の
設
置
・
防
災
無
線
に
よ
る

広
報
の
実
施
。
今
後
は
、
被
害

状
況
を
的
確
に
把
握
し
国
の
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
総
合
交
付
金

の
活
用
や
電
気
柵
導
入
経
費
に

対
す
る
補
助
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
鳥
獣
被
害
が
深
刻
化

し
て
い
る
背
景
に
は
、
人
口
減

少
に
よ
る
地
域
活
動
の
衰
退
、

高
齢
化
に
よ
る
離
農
と
い
っ
た
、

社
会
的
な
側
面
を
踏
ま
え
た
被

害
防
止
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ

り
、
地
域
全
体
で
の
総
合
的
な

取
り
組
み
が
重
要
で
、
官
民
一

体
と
な
っ
た
対
策
を
推
進
す
る
。

問　

か
つ
て
村
内
に
お
い
て
鷺

鳥
の
鳥
獣
被
害
が
発
生
し
、
営

巣
地
の
立
木
伐
採
を
実
施
し
た

経
緯
が
あ
る
。
そ
の
後
も
村
内

の
各
地
で
降
り
立
つ
姿
が
確
認

さ
れ
大
集
団
化
は
進
ん
で
無
い

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
実

態
は
ど
う
か
危
惧
さ
れ
る
。
そ

れ
に
加
え
気
候
変
動
・
生
態
系

の
変
化
に
よ
る
も
の
か
、
猿
・

猪
・
日
本
鹿
・
熊
等
が
頻
繁
に

人
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
、
農

作
物
へ
の
被
害
が
拡
大
し
、
農

家
に
は
大
き
な
痛
手
で
あ
り
、

各
々
が
対
策
に
大
変
苦
慮
し
て

い
る
。
早
急
に
被
害
の
実
態
を

的
確
に
調
査
し
、
被
害
の
拡
大

を
抑
え
る
措
置
を
講
じ
、
官
民

が
知
恵
を
出
し
合
い
、
効
果
の

あ
る
対
策
を
望
む
。

答　

農
作
物
被
害
が
中
山
間
地

域
を
中
心
に
広
域
化
、
深
刻
化

し
て
お
り
、
本
村
で
も
熊
・
猿
・

猪
等
の
出
没
が
増
え
農
作
物
被

害
が
確
認
さ
れ
、
前
年
度
村
が

確
認
で
き
た
有
害
鳥
獣
の
出
没

が
23
件
、
う
ち
農
作
物
被
害
は

７
件
。
今
年
度
は
７
月
末
時
点

で
出
没
が
18
件
、
う
ち
農
作
物

被
害
は
５
件
。
被
害
の
大
部
分

は
猿
に
よ
る
も
の
で
肘
折
・
沼

の
台
地
区
で
は
昨
年
か
ら
頻
繁

鳥
獣
被
害
の
対
策
に
つ
い
て

村
長  

官
民
一
体
の
対
応
が
必
要

矢
口
　
　
智 

議
員

幼
年
時
の
保
育
は
発
育
状
況
が

違
う
の
で
、
個
々
の
成
長
と
発

育
状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い

る
。

　

年
長
児
に
は
小
学
入
学
に
向

け
た
取
組
み
と
し
て
、
あ
い
さ

つ
や
基
本
的
な
生
活
習
慣
、
ル

ー
ル
の
気
付
き
や
意
識
付
け
、

共
通
の
目
的
に
向
っ
て
行
動
す

る
こ
と
の
喜
び
や
感
動
、
話
を

聞
い
て
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
、

机
と
椅
子
の
正
し
い
座
り
方
、

鉛
筆
の
持
ち
方
な
ど
、
遊
び
を

通
し
た
指
導
は
多
岐
に
わ
た
る
。

そ
の
中
で
、
子
育
て
や
発
育
の

悩
み
に
相
談
に
乗
り
、
支
援
を

要
す
る
園
児
・
家
庭
の
気
付
き

を
次
の
支
援
に
繋
げ
る
取
組
み

や
仕
組
み
づ
く
り
を
早
期
か
ら

行
い
、
保
護
者
の
方
々
が
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
に
努

め
て
い
る
。

　

こ
の
取
組
み
は
、
小
学
校
と

行
っ
て
い
る
保
小
連
携
会
議
等

情
報
交
換
で
き
る
場
を
設
け
、

入
学
以
降
も
一
貫
し
た
保
小
連

携
の
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
教
育
と
保
育
と
い
っ
た

制
度
的
な
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

村
と
し
て
の
姿
勢
は
一
貫
し
て
、

次
世
代
を
担
う
村
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
達
を
守
り
育
て
て
い
く

こ
と
が
村
の
使
命
と
思
っ
て
い

る
。

問
２　

新
し
い
保
育
の
道
、
と

い
う
点
で
の
村
長
の
見
解
は
。

答
２　

保
育
所
の
所
管
を
教
育

委
員
会
に
移
す
こ
と
を
検
討
し
、

保
育
・
教
育
の
一
体
的
な
運
営

を
目
指
し
た
い
。

問
１　

議
会
の
政
策
提
言
の
中

に
【
保
育
体
制
の
全
面
的
見
直

し
と
保
育
・
教
育
の
連
携
強
化

を
】
と
明
記
し
て
い
る
。
特
に
、

保
育
の
今
の
体
制
に
つ
い
て
は
、

従
来
か
ら
の
運
営
に
加
え
、
近

年
の
延
長
保
育
や
乳
幼
児
の
対

象
年
齢
の
引
き
下
げ
等
に
対
応

し
て
、
実
に
配
慮
が
行
き
届
い

る
と
感
じ
て
い
る
し
、
具
体
的

な
手
法
に
異
論
を
は
さ
む
つ
も

り
は
な
い
が
、
運
営
体
制
全
般

に
つ
い
て
こ
れ
で
充
分
な
の
だ

ろ
う
か
。
幼
小
連
携
の
相
手
で

も
あ
る
「
小
学
校
」
の
運
営
体

制
と
の
大
き
な
違
い
を
、
た
だ

単
に
教
育
・
保
育
の
基
本
的
な

考
え
方
と
割
り
切
っ
て
良
い
の

だ
ろ
う
か
。
根
本
的
に
考
え
る

時
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。　
　
　
　

　

今
後
の
村
づ
く
り
に
関
し
て

最
も
大
切
な
「
子
育
て
支
援
」

の
保
育
体
制
、
幼
小
連
携
に
つ

い
て
、
村
長
の
見
解
を
聞
き
た

い
。

答
１　

幼
保
小
連
携
に
つ
い
て

は
、
保
育
所
で
は
遊
び
を
通
し

て
「
自
主
性
」
を
育
て
な
が
ら
、

人
や
モ
ノ
と
の
係
わ
り
合
い
の

中
で
「
思
い
や
り
」
を
育
む
保

育
を
目
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、

新
し
い
保
育
の
道
を
考
え
よ
う

村
長  

村
の
宝
を
守
り
育
て
る

◦学校長

◦教頭

◦事務主査

◦教務主任

◦各組担任、指導員

◦養護、栄養教諭

◦調理師

◦用務員（校務員）

◦保育所長

◦副所長？

◦保育士

◦調理師

保育所の体制の再構築を考えよう
（本格的な幼小連携を図るために）

小学校 保育所現在の体制

幼学校？

し ょ

し ょ

（R458升玉付近）
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光
情
報
、
防
災
、
道
路
情
報
な

ど
、
各
担
当
者
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
更
新
で
き
る
よ
う
、
横
断

的
な
体
制
つ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

だ
が
、
応
募
者
と
行
政
の
目
的

が
う
ま
く
い
か
ず
、
難
し
い
。

Ｈ
Ｐ
作
成
の
み
の
業
務
で
は
な

く
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

た
可
能
性
の
視
点
も
含
め
て
今

後
検
討
す
る
。

問
２　

Ｈ
Ｐ
を
玄
関
に
例
え
る

と
、
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
、
花

な
ど
が
飾
っ
て
あ
る
と
、
そ
の

家
の
人
柄
が
伝
わ
る
。
Ｈ
Ｐ
も

村
の
玄
関
で
あ
り
、
も
っ
と
知

り
た
い
と
思
え
る
内
容
に
し
て

欲
し
い
。
基
本
的
に
は
変
わ
ら

ず
と
も
、
サ
イ
ト
の
充
実
で
広

が
る
。
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

分
か
り
ず
ら
く
、
面
白
み
が
感

じ
ら
れ
な
い
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
集
ま
ら
な
い
と
き
は
、

職
員
の
中
に
得
意
な
方
が
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
専
任
し
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
は
、

あ
き
ら
め
ず
に
、
募
集
を
し
て

欲
し
い
。
Ｈ
Ｐ
の
内
容
に
つ
い

て
は
前
向
き
な
答
弁
を
頂
き
ま

し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
期
待
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
２　

村
長

　

例
え
る
な
ら
顔
で
は
な
い
か

と
思
う
。
必
要
性
は
感
じ
て
い

る
。

総
務
課
長　

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
考
慮
す
る

と
多
人
数
で
の
管
理
は
難
し
い
、

ま
た
、
Ｈ
Ｐ
だ
け
に
特
化
し
て

の
業
務
も
ど
う
か
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
も
専
門
的
で
応
募
が

あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

海
藤
　
邦
夫 

議
員

問　

子
育
て
支
援
住
宅
を
、
小

学
校
卒
業
後
の
定
住
先
と
し
て
、

宅
地
分
譲
地
７
区
画
が
完
売
し

た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
、
今
後
、
定
住
先
と
し

て
の
受
け
皿
が
無
く
な
る
訳
で

す
が
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
村

営
住
宅
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

答　

村
営
住
宅
は
、
住
宅
困
窮

者
が
対
象
で
あ
り
、
村
内
に
は

民
間
の
ア
パ
ー
ト
も
無
く
格
安

に
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
住

宅
建
設
の
要
望
も
多
い
。た
だ
、

子
育
て
支
援
住
宅
の
住
人
は
、

若
い
世
代
で
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を

問　

季
の
里
団
地
に
住
ん
で
い

る
人
達
も
高
齢
者
が
多
く
な
り
、

役
場
・
診
療
所
へ
行
く
の
に
坂

道
な
ど
で
大
変
苦
労
し
て
い
る

人
が
見
受
け
ら
れ
る
。
高
齢
者

に
対
し
て
、
バ
ス
の
送
迎
も
必

要
で
は
な
い
か
。

答　

季
の
里
地
区
に
限
ら
ず
、

利
用
者
か
ら
の
要
望
等
を
聞
き

な
が
ら
運
行
体
制
の
整
備
充
実

に
努
め
て
お
り
、
団
地
か
ら
役

場
・
診
療
所
へ
向
か
う
坂
道
は
、

高
齢
者
が
大
変
ご
苦
労
し
て
い

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　

送
迎
バ
ス
の
提
案
で
す
が
、

清
水
大
坪
線
が
団
地
付
近
を
通

過
す
る
運
行
で
、
何
ら
か
の
対

応
が
可
能
。

　

新
た
な
バ
ス
停
の
設
置
や
経

路
の
変
更
は
、
関
係
機
関
と
の

協
議
を
経
て
、
地
域
公
共
交
通

会
議
で
の
承
認
と
な
る
。

　

今
後
、
バ
ス
利
用
推
進
委
員

会
の
意
見
を
聞
き
、
新
た
に
バ

ス
停
の
設
置
や
運
行
路
線
の
変

更
な
ど
が
可
能
か
検
討
す
る
。

村
営
住
宅
の
建
設
計
画
は
あ
る
の
か

村
長  

団
地
造
成
事
業
の
拡
大
を
検
討

季
の
里
送
迎
バ
ス
の
支
援
に
つ
い
て

村
長  

路
線
変
更
可
能
か
検
討 

早
坂
　
民
奈 

議
員

問
１　

村
を
知
る
に
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
の
閲
覧
が

昨
今
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

村
は
ど
う
か
、
興
味
を
示
せ
る

内
容
だ
ろ
う
か
。
担
当
職
員
は

多
く
の
業
務
を
兼
任
し
、
手
が

回
ら
な
い
状
況
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

力
を
借
り
て
、
充
実
し
た
Ｈ
Ｐ

作
成
を
お
願
い
で
き
な
い
か
。

現
在
の
募
集
は
中
山
間
地
に
特

化
し
て
お
り
、
並
行
し
て
募
集

を
し
て
欲
し
い
。
村
の
良
さ
が

伝
わ
ら
な
い
の
は
も
っ
た
い
な

い
。
良
い
Ｈ
Ｐ
が
出
来
れ
ば
、

村
に
興
味
を
持
ち
多
く
の
人
が

訪
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
活
性

化
に
な
る
の
で
は
。

答
１　

平
成
26
年
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
が
、
住
民
向
け
の
情

報
提
供
の
部
分
が
主
と
な
り
、

村
の
魅
力
を
視
覚
で
ア
ピ
ー
ル

や
イ
ベ
ン
ト
等
の
発
信
は
不
十

分
で
あ
っ
た
。
Ｈ
Ｐ
の
普
及
に

よ
り
村
民
向
け
の
情
報
提
供
か

ら
、
全
国
に
向
け
た
考
え
方
に

シ
フ
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
Ｈ
Ｐ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

も
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
担

当
職
員
ひ
と
り
で
は
な
く
、
観

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
力
を

村
長  

募
集
は
今
後
検
討
す
る

村のホームページのトップ

合海地区の住宅団地

持
つ
こ
と
が
可
能
な
世
代
。村

営
住
宅
建
設
よ
り
も
団
地
造
成

を
優
先
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

分
譲
地
の
完
売
に
よ
り
受
け
皿

が
な
く
な
っ
た
が
、
村
外
へ
の
転

出
の
抑
制
、
村
外
か
ら
の
転
入

者
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
、
需

要
を
見
な
が
ら
団
地
造
成
事
業

の
拡
大
を
検
討
す
る
。な
お
老

朽
化
に
伴
う
合
海
地
区
の
村
営

住
宅
は
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
対
策

を
考
慮
し
、
必
要
に
応
じ
て
建

築
戸
数
を
増
や
す
こ
と
も
検
討

す
る
。



　
レ
ト
ロ
バ
ス
、「
湯
け
む
り
号
」に
お
客
様
を
乗
せ
、
肘
折
温

泉
か
ら
四
ヶ
村
地
区
を
案
内
し
ま
す
。
村
の
こ
と
を
も
っ
と
知

り
た
い
と
始
め
た
の
が
地
域
の
ガ
イ
ド
。

　
湯
の
台
の
ソ
バ
畑
を
眺
め
て
、
四
ヶ
村
に
入
る
と
シ
ラ
ス
台

地
に
広
が
る
1
2
0
h
a
も
の
雄
大
な
棚
田
の
風
景
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
す
。
段
々
と
し
た
奥
行
と
水
田
に
写
っ
た
の
ど
か

な
光
景
が
参
加
者
を
魅
了
。
思
わ
ず
深
呼
吸
を
し
て
自
然
の

香
り
を
満
喫
し
ま
す
。
棚
田
を一望
し
た
後
は
、
ル
リ
イ
ト
ト

ン
ボ
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
な
ど
珍
し
い
昆
虫
や
植
物
、
野
鳥
と
出
会

え
る
長
沼
、
男
沼
を
め
ぐ
り
ま
す
。一帯
は
、
生
命
力
が
み
な

ぎ
る
ブ
ナ
林
が
広
が
っ
て
い
て
、
ブ
ナ
の「
鼓
動
」の
中
で
散
策

と
森
林
浴
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
高
台
に
立
つ「
馬
頭
観
音
」は
、
肘
折
の
奥
に
あ
る
永
松
銅

山
か
ら
産
出
し
た
銅
を
牛
馬
に
乗
せ
て
険
し
い
山
道
を
運
び

出
し
た
往
時
の
人
々
や
動
物
の
息
ず
か
い
を
偲
ば
せ
て
く
れ

ま
す
。

　「
こ
こ
に
は
自
然
の
宝
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
た
来
た
い
」

と
参
加
し
た
方
か
ら
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
感
動
の
声
を

い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
、
棚
田
や
自
然
を
守
る
地
元
の
人
の

努
力
や
苦
労
も
話
し
ま
す
。
中
山
間
農
業
も
時
代
の
大
き
な

岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
で
の
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
開
催
ま
で
1
年
を
切
り
ま

し
た
ね
。
誰
に
と
っ
て
も
自
然
の
恵
み

が
地
域
の「
宝
」と
な
る
よ
う
に
知
恵
を

出
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
　（
佐
藤
雅
之
）

　議員の仕事の中で、特に村政に意見を述べただしていく一般質問があります。今まで多くの
質問がなされましたが、その後はどうなっているのか。過去4年間を検証していきたいと思い
ます。では、今までの内容を振り返ります。

防災関係

16

教　育

１４

農　業

９

村　政
・災害被害
・避難
・危機管理等
・除雪

・ネット
・模擬議会
・子育て
・保育所
・学童保育

・基盤整備
・放棄地
・減反

・基本方針
・若者
・女性の声
・庁舎建設
・目安箱

９

福　祉

９

観　光

8

医療保険

5

住　宅
・サロン
・買い物
・交通
・オムツ

・朝市
・自営業者

・国民保健
・介護保険

・住宅団地
の整備4

•地域おこし協力隊・・・・・
•加工所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
•道　路・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
•その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3
3
3
5

次回から、気になるその後を
検証していきます。

あれから、どうなった？あれから、どうなった？

議会開催回数16議会中、延べ人数84名の質問者
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　レ
ト
ロ
バ
ス
、「
湯
け
む
り
号
」に
お
客
様
を
乗
せ
、
肘
折
温

泉
か
ら
四
ヶ
村
地
区
を
案
内
し
ま
す
。
村
の
こ
と
を
も
っ
と
知

り
た
い
と
始
め
た
の
が
地
域
の
ガ
イ
ド
。

　湯
の
台
の
ソ
バ
畑
を
眺
め
て
、
四
ヶ
村
に
入
る
と
シ
ラ
ス
台

地
に
広
が
る
1
2
0
h
a
も
の
雄
大
な
棚
田
の
風
景
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
す
。
段
々
と
し
た
奥
行
と
水
田
に
写
っ
た
の
ど
か

な
光
景
が
参
加
者
を
魅
了
。
思
わ
ず
深
呼
吸
を
し
て
自
然
の

香
り
を
満
喫
し
ま
す
。
棚
田
を一望
し
た
後
は
、
ル
リ
イ
ト
ト

ン
ボ
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
な
ど
珍
し
い
昆
虫
や
植
物
、
野
鳥
と
出
会

え
る
長
沼
、
男
沼
を
め
ぐ
り
ま
す
。一帯
は
、
生
命
力
が
み
な

ぎ
る
ブ
ナ
林
が
広
が
っ
て
い
て
、
ブ
ナ
の「
鼓
動
」の
中
で
散
策

と
森
林
浴
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　高
台
に
立
つ「
馬
頭
観
音
」は
、
肘
折
の
奥
に
あ
る
永
松
銅

山
か
ら
産
出
し
た
銅
を
牛
馬
に
乗
せ
て
険
し
い
山
道
を
運
び

出
し
た
往
時
の
人
々
や
動
物
の
息
ず
か
い
を
偲
ば
せ
て
く
れ

ま
す
。

　「こ
こ
に
は
自
然
の
宝
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
た
来
た
い
」

と
参
加
し
た
方
か
ら
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
感
動
の
声
を

い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
、
棚
田
や
自
然
を
守
る
地
元
の
人
の

努
力
や
苦
労
も
話
し
ま
す
。
中
山
間
農
業
も
時
代
の
大
き
な

岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
地
で
の
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
開
催
ま
で
1
年
を
切
り
ま

し
た
ね
。
誰
に
と
っ
て
も
自
然
の
恵
み

が
地
域
の「
宝
」と
な
る
よ
う
に
知
恵
を

出
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　（佐
藤
雅
之
）

　議員の仕事の中で、特に村政に意見を述べただしていく一般質問があります。今まで多くの
質問がなされましたが、その後はどうなっているのか。過去4年間を検証していきたいと思い
ます。では、今までの内容を振り返ります。

防災関係

16

教　育

１４

農　業

９

村　政
・災害被害
・避難
・危機管理等
・除雪

・ネット
・模擬議会
・子育て
・保育所
・学童保育

・基盤整備
・放棄地
・減反

・基本方針
・若者
・女性の声
・庁舎建設
・目安箱

９

福　祉

９

観　光

8

医療保険

5

住　宅
・サロン
・買い物
・交通
・オムツ

・朝市
・自営業者

・国民保健
・介護保険

・住宅団地
の整備4

•地域おこし協力隊・・・・・
•加工所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
•道　路・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
•その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3
3
3
5

次回から、気になるその後を
検証していきます。

あれから、どうなった？あれから、どうなった？

議会開催回数16議会中、延べ人数84名の質問者

検証・提言検証・提言
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